
第54次隊実績 第６０次隊（見積り）

ケース 接岸・氷上輸送不可 接岸・氷上輸送可
氷上輸送のために停留点の移動

が必要な場合
（燃料ﾎｰｽ輸送・氷上輸送可）

燃料ﾎｰｽ輸送・氷上輸送不可
・空輸のみ

空輸量

671トン

ﾁｬｰﾀｰﾍﾘ空輸分：
41トン

262トン

※ﾁｬｰﾀｰﾍﾘは野外観測に専従
※しらせヘリ２機稼働

4日（26時間）

262トン

※ﾁｬｰﾀｰﾍﾘは野外観測に専従
※しらせヘリ２機稼働

4日（26時間)

740トン

※しらせヘリ２機稼働
11日(74時間)

氷上輸送量 0 232トン 232トン 0
燃料ﾎｰｽ輸送 0 499トン 499トン 0

計 671トン 993トン 993トン 740トン

第６０次隊物資量（暫定値）

当初計画

総物資量：1,027トン
1)船上観測・設営物資 ： 18トン
2)野外観測物資 ： 16トン
3)昭和基地輸送分＝越冬用：993トン

・観測物資： 56トン
・設営物資：937トン（含：燃料654トン、食糧67トン）

＜参考＞59次輸送実績
・総物資量：982トン（昭和基地輸送分）

越冬に必要な最低限の物資見積もり
※基本的な観測・設営計画のみ実施

総物資量：740トン
・観測物資：53トン
・設営物資：687ﾄﾝ(燃料560ﾄﾝほか)

表１ 第６０次隊物資量概要

表２ 第６０次隊物資輸送量見積り
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